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＜編集日：R2 2019.7.30> 

EVC1972T 3ch 電子ボリューム基板 

EVC1972T 3ch Electrical Attenuator with LM1972 

製作マニュアル 

 

＜注意＞ 

本キットをつかって生じた感電、火災等の一切のトラブルについては、当方は責任を負いません

のでご了承ください。また、基板、回路図、マニュアル等の著作権は放棄していませんので、そ

の一部あるいは全体を無断で第３者に対して使用することはできません。 

 

１．はじめに 
 本基板は NS 社の LM1972 を用いた 3ch の電子ボリューム基板です（厳密にはボリュームではなく、減衰器

です）。用途としては、マルチウエイスピーカを駆動するためのアンプシステムへの応用を主に考えています

が、バランスアンプでのボリュームコントローラへの応用も可能です。 

 本基板ではステレオで 3ch 分の音量調整機能があり、それぞれのチャンネルはマスタボリュームに対して

0～-15dB の範囲で減衰量オフセットを加えることができます。減衰量オフセットの調整方法は基板に接続す

る可変抵抗器、あるいは基板上の SW を用いて設定することができます。 

 MUTE 用のリレー回路も内蔵しているのでパワーアンプにダイレクトに接続しても、ポップノイズは最小限

に抑えることができまると思います。 

 LM1972 は安価に入手できるので、オキラクにマルチアンプを構成するのに適しているでしょう。 

 
図 完成例 

 

 

２．機能＆仕様 
表 主な仕様 

機能 ３チャンネル電子ボリューム 

電源電圧 正負 12～15V、必要電流容量 正 0.1A 負 0.05A 以上 

特徴 ・電子ボリューム素子に広帯域・低ノイズな LM1972 を使用 

・各チャンネルの減衰量は個別に 0～ｰ 15dB で設定可能 

・減衰量オフセットの設定は可変抵抗あるいはスイッチによる設定が可能（ジャ

ンパー切り替え） 

・ポップノイズ低減のための MUTE リレー内蔵 

・ボリューム値表示のための外付けシリアル通信機能 
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３．応用例 
 本基板はステレオで３ch 分（計６回路）のボリューム機能があります。主に下記のようなマルチシステム

でのボリュームコントローラとして使用することを想定しています。また、近年の高性能化する DAC の出力

が差動出力であることから、本基板でバランス出力のボリュームコントローラとして使用しても面白いでし

ょう。 
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 図 応用例１ ３WAY システムにおけるボリュームコントローラ（１） 
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 図 応用例２ ３WAY システムにおけるボリュームコントローラ（２） 
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図 応用例３ 差動出力 DAC のバランス出力ボリュームコントローラ 
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４．端子機能 
(1)基板端子機能 

本基板における基板端子機能は下表の通りです（下図の赤枠の部分）。 

 

 
 図 基板端子部分 

 

表 基板端子（電源入力端子） 

機能 説明 1 説明 2 

V+ 正電圧電源入力 

GND 電源 GND 

V- 負電圧電源入力 

電圧は正負 12～15V で、かならず定電圧電源を用いてくださ

い。非安定電源では、電圧が不安定になり電圧低下時に PIC

が電源 OFF と認識してシャットダウン動作をしてしまいま

す。なお電流容量は 100mA 以上を準備してください。 

 

 

（２）基板上コネクタ機能 

 本基板におけるコネクタ機能は下表の通りです（下図の赤枠の部分）。 

 

 
 図 コネクタ部分 

 

(i)CN1：マスターボリューム 

 マスターボリュームとなる可変抵抗器を接続します。必ず取り付けてください。 

 

表 CN1（Master Volume) 

No 機能 説明 1 説明 2 

1 GND 可変抵抗器(VR)の 1 に接続 

2 CT 可変抵抗器(VR)の 2 に接続 

3 5V 可変抵抗器(VR)の 3 に接続 

抵抗値は 10～50kΩで必ず B カーブ

（直線）を用いてください。 

 

(ii)ICSP：開発用ポート 

 ユーザは通常は使用しません。 

 

(iii)CN3～5 

 電子ボリュームの減衰量オフセットを設定する可変抵抗器を取り付けます。これはモード設定ジャンパー

（後述）が「開放」時の MODE0 の場合に必要です。CN3～5 はそれぞれ電子ボリュームの CH1～3 に対応しま

す。 
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表 CN3～5 （ATTENUATION VR) 

No 機能 説明 1 説明 2 

1 GND 可変抵抗器(VR)の 1 に接続 

2 CT 可変抵抗器(VR)の 2 に接続 

3 5V 可変抵抗器(VR)の 3 に接続 

抵抗値は 10～50kΩで必ず Bカーブ（直線）

を用いてください。 

減衰量オフセット値は次になります。 

最大(右一杯）：0dB（減衰なし） 

最小（左一杯）：-15dB  

 

(iv)CN6～8 

 音声信号の入力端子になります。CN6～8 はそれぞれ入力 CH1～3 に対応します。 

 

表 CN6～8 （SIGNAL INPUT) 

No 機能 説明 1 説明 2 

1 L-IN 信号入力 L 

2 GND 信号 GND 

3 R-IN 信号入力 R 

シングルエンド入力。 

 

(v)CN9～11 

 音声信号の出力端子になります。CN9～11 はそれぞれ入力 CH1～3 に対応します。 

 

表 CN9～11 （SIGNAL OUTPUT) 

No 機能 説明 1 説明 2 

1 R-OUT 信号出力 R 

2 GND 信号 GND 

3 L-OUT 信号出力 L 

シングルエンド出力。 

 

(vi)AUX 

 ボリューム表示の LED コントローラ PIC に接続するためのシリアル出力になります。 

 

表 AUX （Serial data output for LED display) 

No 機能 説明 1 説明 2 

1 DATA シリアル出力 

2 GND 信号 GND 

２桁 LED 表示器に接続 

 

（３）基板上のジャンパー機能 

 本基板におけるジャンパ機能は下表の通りです（下図の赤枠の部分）。 

 
(i)MODE 設定ジャンパー 

 このジャンパーは CH1～3 の減衰量オフセットの設定方法を選択します。電源投入中に変更してもかまいま

せん。 

表 MODE 設定ジャンパー 

状態 モード 各 CH の減衰量オフセット設定 減衰量範囲 

開放 MODE0 可変抵抗器（CN3～5 に接続) 

短絡 MODE1 SW 設定（操作方法は７章参照） 

0～-15dB（1dB ステップ） 
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５．部品表例 
表 部品表例 

品名 番号 規格 仕様 個数 備考 

抵抗 R1 金属皮膜 1/4W 910Ω 1  

 R2 金属皮膜 1/4W 240Ω 1  

 R3 金属皮膜 1/4W 910Ω 1  

 R4 金属皮膜 1/4W 240Ω 1  

 R5-R10 金属皮膜 1/4W 390Ω 6  

 R11 炭素皮膜 1/4W 1.5kΩ 1  

 R12 炭素皮膜 1/4W 10kΩ 1  

 R13 炭素皮膜 1/4W 27kΩ 1 v1 基板では IC8 横の R11 

 R14  欠番   

 R15 炭素皮膜 1/4W 2kΩ 1  

 Rc チップ抵抗 1kΩ 6 1608,2012 サイズ 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ C1,2 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 220uF/25V 2  

 C3 ｼﾞｬﾝﾊﾟ(*1) （47uF/16V) 1 v1 基板はｼﾞｬﾝﾊﾟｰ接続 

 C4-7 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 47uF/16V 4  

 C8,9 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 47uF/25V 2  

 C10,11 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 47uF/16V 2  

 C12-23 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 10uF/25V 12  

 Cp ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.1uF 19 1608,2012 サイズ 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1-6 LED/φ3 赤色など 6  

 D7 小信号 SW 用(汎用) 1N4148 など 1  

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ Q1 小信号 NPN 2SC1815 など 1  

IC IC1 電圧ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ 78M05 など 1 7805 でも可 

 IC2 電圧ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ LM317 1  

 IC3 電圧ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ LM337 1  

 IC4 PIC28P PIC16F1938 など 1 EVC1972T v1 

 IC5-7 電子ﾎﾞﾘｭｰﾑ LM1972 3  

 IC8-10 DUAL-OPA OPA2134 など 3 FET タイプ使用のこと 

リレー RY1-3 12V2 回路 2接点 941H-2C-12D 3 秋月電子 P-01228 

SW SW1-3 タクトスイッチ  3 秋月電子 P-03647 など 

基板   EVC1972T １  

 

【注意】 

 V1 基板では C3(電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ）についてはジャンパーとしてく

ださい。具体的には右図のような接続になります。C3 は実装な

くても動作上は問題ありません（ディジタル回路の 5V ラインに

使用しており電圧変動には比較的寛容）。 

 なおC3として電解ｺﾝﾃﾞﾝｻを実装する場合にはCN2のパッドを

利用して下図のようにとりつけてもいいでしょう。 

  

 
図 C3 をジャンパーした状態。 

 
図 CN2(ICSP)を利用した電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ(C3)の実装。 
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６．接続例 
(1)電源と入出力の接続例 

 下記に接続例を示します。 
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図 接続例 

(2)ボリューム表示 LED との接続 

 下図を参考にして接続します。表示 LED に HP も参照ください。 

http://www.easyaudiokit.com/bekkan/manual/LEDSerialDisplay.pdf 

http://www.easyaudiokit.com/bekkan/manual/SLED_manual.pdf 

 

 
 

図 LED 表示基板との接続例 

（上図ではEVC1972Tより5V電源を供給しています。必要電流容量が約50mA増えますので注意してください）。 

 

【製作上のヒント】 

 本基板では最大で 3ch 分の電子ボリュームとしての機能がありますが、1ch 分あるいは 2ch 分と一部省略

してもつかうことができます。その場合、不要な部分には部品の実装の必要がありません。 

 ただし、LM1972 はカスケード接続されていますので、省略する場合は PIC から下流側の部品を省略してく

ださい。たとえば、2ch 分のみで使用する場合は CH1,2 を用います。１ch 分で使用する場合は CH1 を使用し

ます。 
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７．操作方法 
 各チャンネルの減衰量の設定値は、マスターボリュームでの設定値（0dB～-78dB、(MUTE 時は-100dB)）に

各チャンネルでの減衰量オフセット(0dB～-15dB)との和となります。たとえば CH1の減衰量オフセットを 0dB、

CH2 の減衰量オフセットを-6dB に設定した場合、マスタボリュームに連動して CH2 は常に CH1 に対して-6dB

の出力レベルで変化することになります（但し-78dB 以下では MUTE 状態（-100dB)となります）。 

 各チャンネルの減衰量オフセットの設定方法については、モードジャンパーの設定で変わりますので下記

を参照ください。 

 

(1)MODE0：可変抵抗使用の場合 

 可変抵抗により各 CH の減衰量オフセットを設定します。右一杯の状態が減衰量オフセットが 0dB で、左一

杯の状態が-15dB となります。変化量は dB 換算で直線状に 1dB 毎で変化します。MODE0 での LED 表示はマス

ターボリュームでの AD 変換値を表します。AD 変換ビットが 10 ビットですが、その上位 6bit 分が表示され

ます。 

Master Volume

Channel Attenuation

CH1CH2CH3

 
 

図 MODE0 での可変抵抗の接続 

 

(2)MODE1：SW 操作の場合 

 ３つのスイッチを操作して減衰量オフセットを設定します。 

 

CH-disp Attenuation

CH-SEL ATTENUATION

SETTING

INCDEC

Master Volume

  
図 MODE1／減衰量オフセットの設定時の SW と LED 
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MODE1 での各スイッチならびに LED の機能は下記の通りです。 

 

表 MODE1 での設定 

SW 機能 設定表示 

（○：点灯、×：消灯） 

備考 

CH  (SW1) 減衰量オフセットのチャンネル

切り替え 

CH-dispのLED(C1,C0)に選択

対象が表示されます。 

C1 C0 

× × ：未選択 

× ○ ：CH1 選択 

○ × ：CH2 選択 

○ ○ ：CH3 選択 

 

DEC (SW2) 

INC （SW3) 

 

減衰量オフセットの設定を行い

ます。 

 

INC：減衰量オフセットを+1dB 

DEC：減衰量オフセットを-1dB 

減衰量オフセットの値は

Attenuation の LED(3～0)に

表示されます。 

 

3 2 1 0    減衰量 

○○○○   0dB 

○○○×  -1dB 

○○×○  -2dB 

○○××  -3dB 

○×○○  -4dB 

○×○×  -5dB 

○××○  -6dB 

○×××   -7dB 

×○○○  -8dB 

×○○×  -9dB 

×○×○  -10dB 

×○××  -11dB 

××○○  -12dB 

××○×  -13dB 

×××○  -14dB 

××××  -15dB   

CH-SEL で未選択（LED の

C1,C0 がどらも消灯時）

の LED(3～0)の表示はマ

スタボリュームの AD 変

換値（上位 4bit 分）を表

示します。 
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８．基板パターン 
(1)シルク 

 
図 シルク(v1 基板でシルクミス有り。IC8 横の R11 は R13 の間違いです） 

R13 
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(2)配線パターン（部品面） 

 
図 部品面パターン(v1 基板でシルクミス有り。IC8 横の R11 は R13 の間違いです） 

R13 
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(3)配線パターン（半田面：部品面より透視） 

 
図 半田面パターン 
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９．回路図 
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１０．基板寸法 
  本基板サイズは”STD“になります。 

 

表 寸法 単位 mm/(mil) ※1mil=25.4/1000mm 

 name A B t H a b c,d 

 STD-S 119.4 

(4700) 

43.2 

(1700) 

1.6 3.5 

(138) 

111.8 

(4400) 

35.6 

(1400) 

3.8 

(150) 

✔ STD 119.4 

(4700) 

81.3 

(3200) 

1.6 3.5 

(138) 

111.8 

(4400) 

73.7 

(2900) 

3.8 

(150) 

 STD-H 81.3 

(3200) 

59.7 

(2350) 

1.6 3.5 

(138) 

73.7 

(2900) 

52.1 

(2050) 

3.8 

(150) 

 WIDE 144.8 

(5700) 

101.6 

(4000) 

1.6 3.5 

(138) 

137.2 

(5400) 

94.0 

(3700) 

3.8 

(150) 

 None        

A

B

a

b

c

d

H

t
 

 

 

１１．編集履歴 

Revision DATE CONTENT 

R1 2019.7.11 初版 

R2 2019.7.30 R11 のシルクミス有りを記入。回路図を修正。 

   

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


